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算審査特別委員会を設置して審査を行い、全ての会計を認定しました。

入歳出決算認定 令
和
８
年

第
３
回
定
例
会

　

令
和
８
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
８
日
か
ら
18
日
ま
で
の

11
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
村
長
か
ら
条
例
改
正
・
補
正
予
算
・
令
和

７
年
度
決
算
認
定
等
の
計
20
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、委
員
会
か
ら
は
意
見
書
提
出
の
１
議
案
が
提
出
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
16
日
に
行
わ
れ
、
３
名
の
議
員
が
村
政
全
般
に

わ
た
り
質
問
し
ま
し
た
。

※自主財源とは…村の権限で調達することができる収入のこと。
※依存財源とは…国または県が関与する収入のこと。

監
査
委
員　

矢
ケ
部
康

下
村　

宏

　

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
及
び
そ
の
他
書
類
は
い
ず

れ
も
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、
そ
の
計
数
は
正
確

で
あ
り
、予
算
の
執
行
状
況
も
適
正
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　《
重
要
意
見
》

■
諸
税
等
の
滞
納
は
、
滞
納
整
理
が
進
み
、
徴
収

と
不
納
欠
損
処
理
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
も
積
極
的
な
納
付

相
談
や
催
告
を
行
い
、
滞
納
の
原
因
を
分
析
し
、

実
効
性
の
あ
る
対
応
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

■
美
浦
小
学
校
が
令
和
７
年
４
月
に
「
美
浦
小
学

校
」
が
開
校
し
た
が
、
課
題
は
ま
だ
ま
だ
山
積

み
し
て
い
る
の
で
、
慎
重
か
つ
速
や
か
に
必
要

な
事
業
を
執
行
す
る
こ
と
。

■
老
朽
化
し
た
村
施
設
の
集
約
や
旧
小
学
校
施
設
の

活
用
方
法
、
統
合
小
学
校
周
辺
の
整
備
な
ど
将
来

を
見
据
え
た
計
画
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
。

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見

令和７年度一般会計

地方交付税
19億4,942万6千円

（23.2%）

国庫支出金
7億1,363万3千円

（8.5%）

村債
2億3,130万円（2.8%）

地方譲与税、
各種交付金など
6億6,579万7千円
（7.9%）

県支出金
4億1,294万円
（4.9%）

自
 主

 財
 源

（
52.7%） 　　　　依 存

 財
 源

（
47

.3%
）　　

村税
26億3,934万1千円

（31.4%）

繰入金・繰越金
9億3,353万3千円

（11.1%）

寄附金
6億2,213万9千円
（7.4%）諸収入等

2億3,070万7千円（2.8%）

歳 入
83億

9,881万
6千円
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令和7年度一般会計・各特別会計・各企業会計について、決

令和７年度歳

特別会計 歳入決算額 歳出決算額

国民健康保険特別会計 16億2,393万6千円 15億9,456万円
介 護 保 険 特 別 会 計 16億434万7千円 15億13万6千円
後期高齢者医療特別会計 2億4,629万7千円 2億4,464万5千円

企業会計 収入決算額 支出決算額

水道事業会計
収益的 4億6,716万6千円 5億1,232万1千円
資本的 1億779万円 1億4,013万8千円

下水道事業会計
収益的 8億9,475万円 8億1,804万1千円
資本的 9億3,527万4千円 11億6,284万7千円

電気事業会計
収益的 1億1,520万9千円 5,822万6千円
資本的 0円 5,461万1千円

　美浦村の財政は、表のとおりい
ずれの比率も早期健全化基準を下
回り、良好な状態を示しています。
また、各企業会計の資金不足額は
ありませんでした。

※①②は赤字額がないため「―」で
　表示しています。

健全化判断
比率の区分

早期健全
化基準

令和
７年度

①実質赤字比
率（一般会計
の赤字度）

14.95% ―
（良好）

②連結実質赤
字比率（全会
計の赤字度）

19.95% ―
（良好）

③実質公債費
比率
（借金割合）

25.0% 7.7%
（良好）

④将来負担比
率
（財政圧迫度）

350.0% 51.9%
（良好）

令和７年度健全化判断比率

令和７年度特別会計・企業会計令和７年度歳入歳出決算書
美浦村公式ホー
ムページにて、歳
入歳出決算書を
公開しています。

令和８年第３回定例会
決算審査委員長報告

YouTube にて決算審査報告の
動画を公開しています。

次年度繰越額
　4 億 5,623 万 8 千円

令和７年度令和７年度

決算決算

歳 出
79億
4,257万
8千円

民生費
21億8,131万7千円

（27.5%）

総務費
20億6,056万9千円

（25.9%）

教育費
10億1,249万4千円

（12.7%）

公債費
7億366万8千円
（8.9%）

土木費
6億6,641万7千円

（8.4%）

衛生費
5億3,468万8千円
（6.7%）

消防費
3億8,556万4千円
（4.9%）

農林水産業費
2億6,265万3千円（3.3%）

その他
1億3,520万8千円（1.7%）
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補正予算
補正予算を可決
　当初予算に組み込むことができなかったもの、
その後必要が生じた事項で早急な予算措置が必
要なものについて計上しています。

審議結果報告は
こちらまで

会　計　名 補　正　額 予　算　総　額
一　般　会　計（第２号） 3億 8,503 万円

77億 8,494 万 9千円
一　般　会　計（第３号） 200 万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 2,791 万 9千円 16億 5,691 万 9千円
介 護 保 険 特 別 会 計 1億 655 万 1千円 16億 6,055 万 1千円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 165 万 2千円 2億 7,865 万 2千円

水道事業会計
収益的　収入 300 万円 5億 2,315 万 4千円
収益的　支出 1,039 万 7千円 5億 7,689 万 3千円
資本的　支出 10万円 2億 66万 3千円

下水道事業会計
収益的　支出 △ 188 万 5千円 10億 5,301 万 3千円
資本的　支出 2,173 万 6千円 8億 9,016 万 4千円

主な内訳

庁舎管理費�������������������������� 426万円
（庁舎設備修繕工事費）
デイサービスセンター管理運営費���� 1,221万円
（ボイラー交換工事）
児童厚生施設整備事業費��������� 2,658万7千円
（児童厚生施設建設予定地の埋蔵文化財発掘調査
業務委託料）

【一般会計】
観光振興事業費����������������� 1,524万1千円
（観光イベント等の費用）
道路新設改良事業費������������� 1,608万4千円
（設計業務委託料の増額）
中央公民館管理費�����������������450万9千円
（大ホール客席照明ＬＥＤ化改修工事仕様変更に
よる増額）

観光振興事業費 道路新設改良事業費

1,524万１千円 1,608万４千円
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そ の 他 議 案 と 議 案 内 容
区分 議　　　　案 議　　案　　内　　容

条
例
改
正

美浦村印鑑条例の一部を改正する条例

外国人住民の利便性向上を目的に、全国のコンビニエン
スストア等に設置されている多機能端末機で、「特定在
留カード等」を使って、印鑑登録証明書を取得可能にす
るため。

美浦村特別職の職員で非常勤のものの報
酬及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例

美浦村健康づくり推進協議会の会長を村長から委員の互
選とし、会長の報酬を定めるため。

美浦村中央公民館の設置、管理及び職員
に関する条例の一部を改正する条例

条例の表記を改めるもの。

美浦村健康づくり推進協議会条例の一部
を改正する条例

令和９年４月に健康増進課と子育て支援課を統合し名称
を新たに保健福祉部健康こども課に変更するため。

美浦村下水道条例の一部を改正する条例
一日当たりの平均下水量が 50立方メートル未満である
ことのみで一律に適用を除外している現行の規定を見直
し、条例全体の構成をより分かりやすく整理するため。

Pick
up! 今回、議会から提出議案の３つを解説！ Pick

up!

　美浦村政治倫理条例は、平成 15 年に制定され
ましたが、資材価格や人件費の高騰で小規模契約
の基準額を超えるケースが増えています。また、
厳しい契約制限が地方自治体の議員不足を深刻
化させ、中小事業者の議員立候補を妨げていま
す。今回の改正案では、契約制限額を大幅に引き
上げ（工事 400 万円未満、委託 200 万円未満、
物品 300 万円未満）し、経済情勢に対応すると
ともに多様な議員参入を促進し、議員のなり手不
足と地域経済の活性化を図ります。

▶施行期日　令和９年４月の選挙から

契約金額の基準を引き上げ契約金額の基準を引き上げ

発委第１号　美浦村政治倫理条例の一部を改正
する条例 原案可決01

現　行 改定後
工事の契約

130 万円未満
400 万円未満

業務委託の契約
50 万円未満

200 万円未満

物品・使用機材等の購
入の契約、80 万円未満

300 万円未満

改 正 内 容
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　報酬改正案は多様な人材が議会に参加しやすくす
るためのものです。少子高齢化や地域課題の複雑化
で議員不足が深刻化し、現行の報酬では活動が難し
い状況です。報酬審議会の答申を踏まえ、議会はさ
らなる報酬引き上げを政治的決断として提案しまし
た。これは既得権益拡大ではなく、議会機能強化と
住民への説明責任を果たし、理解を求めていきます。
※詳しい審議結果は７ページをご覧ください。

▶施行期日　令和９年４月の選挙から

報酬金額を増額報酬金額を増額

発委第２号　美浦村議会議員の議員報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部を改正する条例

原案可決
（賛成５、反対４）02

　下村議員他２名より動議が提出された議員定
数条例の改正案は、議員数を 12 名から 11 名に
削減する提案です。報酬増額に伴う財政負担を抑
えつつ、人口減少や行政効率化に対応して議会運
営の簡素化を図ります。
※詳しい審議結果は７ページをご覧ください。

議員定数を１名減議員定数を１名減

発議第１号　美浦村議会議員定数条例の一部を改
正する条例03

反
　
対

（
小
泉
輝
忠
議
員
）

議員定数は報酬問題とは別に議論す
べきであり、若い世代の参加促進の
観点からも現時点での削減は適切で
ない。

賛
　
成

（
塚
本
議
員
）

議会改革の一環で、議員自らの身を
切る改革が必要であり、経費節減と
効率的な少数精鋭での議会運営を目
指す。

賛
　
成

（
松
村
議
員
）

定数削減は議会運営の効率化や意思
決定の迅速化を図る合理的な措置で
あり、最大限の効率を実現できる適
正規模と確信。

現　行 改定後

議　長 32 万６千円 39 万４千円

副議長 29 万６千円 36 万２千円

議　員 28 万６千円 35 万２千円

改 正 内 容

▶施行期日　令和９年４月の選挙から

＜現行＞ 12名

＜改正後＞ 11名

改 正 内 容

原案可決
（賛成５、反対４）
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〇令和８年第３回定例会議案・審議結果一覧 会期：令和８年９月８日～９月 18 日

議案
番号 件　　　　　名 議決結果

賛否数 議　　　員　　　名

賛
成

反
対

山
崎
　
幸
子

北
出
　
　
攻

諸
岡
　
正
明

松
村
　
広
志

小
泉
　
嘉
忠

塚
本
　
光
司

下
村
　
　
宏

林
　
　
昌
子

小
泉
　
輝
忠

沼
﨑
　
光
芳

議案１号 専決処分の承認を求めることについて
（損害賠償の額の決定及び和解について） 承認 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案２号 美浦村印鑑条例の一部を改正する条例 原案可決 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案３号 美浦村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例 原案可決 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案４号 美浦村中央公民館の設置、管理及び職員に関する条例の一部を改正
する条例 原案可決 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案５号 美浦村健康づくり推進協議会条例の一部を改正する条例 原案可決 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案６号 美浦村下水道条例の一部を改正する条例 原案可決 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案７号 令和８年度美浦村一般会計補正予算（第２号） 原案可決 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案８号 令和８年度美浦村国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案９号 令和８年度美浦村介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案10号 令和８年度美浦村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案11号 令和８年度美浦村水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案12号 令和８年度美浦村下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案13号 令和７年度美浦村一般会計歳入歳出決算認定について 認定 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案14号 令和７年度美浦村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案15号 令和７年度美浦村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案16号 令和７年度美浦村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案17号 令和７年度美浦村水道事業会計決算認定について 認定 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案18号 令和７年度美浦村下水道事業会計決算認定について 認定 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案19号 令和７年度美浦村電気事業会計剰余金の処分及び決算認定について 可決及び
認定 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案20号 令和８年度美浦村一般会計補正予算（第３号） 原案可決 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委１号 美浦村政治倫理条例の一部を改正する条例 原案可決 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委２号 美浦村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改
正する条例 原案可決 5 4 × × ○ × ○ × ○ ○ ○

請願１号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に
係る意見書採択を求める請願 採択 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委３号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に
係る意見書 原案可決 9 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議１号 美浦村議会議員定数条例の一部を改正する条例 原案可決 5 4 × × ○ × ○ ○ ○ × ○
※議長（山崎議員）は、可否同数のとき以外は表決に加わりません。「○」は賛成、「×」は反対、「－」は欠席を表します。

◆
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の
た
め

の
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採

択
を
求
め
る
請
願
・
・
・
採
択

【
請
願
者
】

　

茨
城
県
教
職
員
組
合

　

井
坂　

功
一　

ほ
か
35
名

【
紹
介
議
員
】　
下
村　

宏

【
要
旨
】
学
校
現
場
で
は
、
解
決

す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な

学
び
を
実
現
す
る
た
め
の
教
材

研
究
や
授
業
準
備
の
時
間
を
十

分
に
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
教
職
員
定
数
改

善
に
よ
る
少
人
数
学
級
を
推
進

す
る
こ
と
。
ま
た
、
教
育
機
会

均
等
と
水
準
の
維
持
を
図
る
た

め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
を
堅
持
す
る
こ
と
。

【
意
見
書
提
出
先
】

　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

総
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

請
　
願

Pick
up!
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　第３回定例会の本委員会は、９月９・15 日
に開催し、議案の調査を行いました。執行部の
説明を受け、審査の結果、全て可決すべきと決
しました。

令和８年　第３回定例会議案調査 令和８年　第３回定例会議案調査

議員議員

議員議員交通安全施設整備事業の決算額 161
万 9千円のうち、カーブミラー修繕
の具体的な内容について教えてほし
い。

わくわく生活実現事業について、ど
のような事業内容なのか教えてほし
い。

農業経営対策事業費で、イノシシの
対策は出ているが、現在アライグマ
が増えている。担当者も大変な思い
をしていると聞いているが、イノシ
シと同様に委託することはできない
のか。

特定在留カードの説明があったが、
該当者はどれくらいいるのか。

定額タクシー利用料金援助費で９月
30 日まで実証実験とのことだが、
その後の予定はどうなるのか。

中学校施設管理費で、樹木の診断を
行うとのことだが、内容を詳しく教
えてほしい。

議員議員

議員議員

議員議員

議員議員

福祉介護課長福祉介護課長

住民課長住民課長
８月末現在で外国籍の方は 617 名お
り、そのうち特別永住者は 14 名。

公共交通計画の会議で実証実験の内
容を精査し今後続けていくかどうか
などを村として検討していく予定で
ある。
※公共交通計画の担当は、企画財政課。

美浦中学校から風が強い日に太い枝
が折れたと報告があり確認したとこ
ろ、木が腐食していたことが原因で
枝が折れてしまったと分かった。他
に折れそうなところもあり、剪定、
伐採するかどうかの判断材料とする
ため専門家に木の状態を診断する。
校庭に植えてある 22 本の木すべて
を対象としている。

カーブミラーの修繕は 15 件ありま
して、主にミラーの破損や支柱の傾
きの修繕を行った。

わくわく移住支援事業（正式名称：わ
くわく茨城生活実現事業）は、東京
圏から茨城県内の実施市町村へ移住
し、就職、テレワーク、起業などを
行う方を対象に交付される移住支援
金制度。世帯での移住だと 100 万円
で、18 歳未満の世帯員が帯同する場
合子ども 1 人につき加算がある。単
身の移住だと 60 万円となっている。

アライグマは令和７年度で 131 数頭
だが、今年はもう 133 頭捕獲してい
る。シルバー人材センターへ依頼す
るなど先進的な自治体を研究し対応
を考えていきたい。

企画財政課長企画財政課長

村政村政をを問う!問う!
〜委員会審査〜〜委員会審査〜

学校教育課長学校教育課長

生活安全課長生活安全課長

■決算審査特別委員会 ■各常任委員会

経済課長経済課長
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第
３
回
定
例
会
の
一
般

質
問
は
９
月
16
日
に
行
わ

れ
、
３
名
の
議
員
が
村
政

全
般
に
わ
た
り
質
問
し
ま

し
た
。

　

質
問
項
目
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。
次
ペ
ー
ジ
よ

り
や
り
取
り
の
一
部
を
抜

粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
会
議

録
の
公
表
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

松
まつむら

村　広
ひ ろ し

志  議員　所属委員会：厚生文教委員会
○誰も置き去りにされない地域防災
○感震ブレーカーの助成
○ラーケーションの取り組み

一 般
質 問諸

もろおか

岡　正
まさあき

明  議員　所属委員会：総務経済委員会
○高橋川の治水対策
○村道 105 号線（大谷～宮地～大塚～大須賀津方面）
　拡幅整備
○県道上新田・木原線大山地先整備

林
はやし

 　昌
しょうこ

子  議員　所属委員会：総務経済委員会
○Uni-voice の活用
○はたちのつどいの参加支援
○出生時のオンライン化
○５歳児健診

応
策
の
検
討
を
進
め
る

　
　
　（
保
健
福
祉
部
長
）

③
要
支
援
者
名
簿
の
精
度
を
高
め

適
切
な
対
応
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
大
き
な
揺
れ
を
感
知
す
る

と
自
動
的
に
電
気
を
遮
断
す
る

『
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
』
の
設
置
の

支
援
を
問
う
。

　
　
　（
経
済
建
設
部
長
）

新
年
度
か
ら
補
助
事
業
を
行
い
た

い
。

　
　
　
休
学
に
な
ら
ず
に
子
ど
も

が
家
族
と
学
校
外
で
の
体
験
的
な

学
び
が
行
え
る
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
活
用
を
問
う
。

　
　
　（
教
育
部
長
）

児
童
生
徒
が
保
護
者
と
一
緒
に
体

験
活
動
を
し
た
り
、
話
し
合
い
の

時
間
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

令
和
６
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
お

り
、
取
得
さ
れ
る
ご
家
庭
が
増
え

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　
　
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
『
千
葉
豪
雨
』
を
は
じ
め
、
想

定
外
の
豪
雨
災
害
が
頻
発
し
て
い

る
。
霞
ヶ
浦
外
水
氾
濫
や
清
明
川

沿
に
お
い
て
、
万
一
の
災
害
に
備

え
以
下
を
問
う
。

①
避
難
時
の
受
け
入
れ
に
於
い
て

ス
フ
ィ
ア
基
準
（
人
道
的
な
最
低

基
準
）
は
守
ら
れ
る
か

②
Ｔ
Ｋ
Ｂ
（
ト
イ
レ・キ
ッ
チ
ン・

ベ
ッ
ド
）
の
対
応

③
以
前
質
問
し
た
『
要
支
援
者
の

避
難
』
へ
の
対
策
や
対
応

④
ペ
ッ
ト
の
同
行
（
同
伴
）
避
難

　
　
　（
経
済
建
設
部
長
）

①
充
分
に
確
保
し
て
い
る

②
備
蓄
に
概
ね
心
配
は
な
い
が
、

生
活
用
水
の
確
保
で
は
、
井
戸
水

利
用
の
協
定
を
進
め
る

④
防
災
計
画
の
充
実
と
柔
軟
な
対

誰
も
置
き
去
り
に
さ
れ
な
い
地
域
防
災

誰
も
置
き
去
り
に
さ
れ
な
い
地
域
防
災

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

松
まつ む ら

村　広
ひ ろ し

志
議 員

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
助
成

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
助
成

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の取

り
組
み

取
り
組
み
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こ
の
路
線
は
平
成
30
年
よ

り
拡
幅
工
事
に
着
手
、
宮
地
地
内

で
中
断
、
昨
年
４
月
よ
り
統
合
小

学
校
送
迎
バ
ス
も
運
行
し
、
大
型

車
両
往
来
の
多
い
大
変
危
険
な
状

況
で
あ
る
。
第
７
次
総
合
計
画
に

は
圏
央
道
へ
の
接
続
を
担
う
南
北

方
面
の
補
助
幹
線
道
路
と
し
て
位

置
付
け
、
今
後
の
整
備
状
況
を
伺

い
た
い
。

　
　
　（
経
済
建
設
部
長
）

事
業
の
再
開
に
は
国
の
補
助
金
活

用
が
不
可
欠
で
、
現
在
、
採
択
に

向
け
計
画
中
。
今
後
予
算
編
成
や

協
議
に
よ
る
が

一
日
も
早
い
工

事
再
開
に
全
力

で
対
処
し
た
い
。

※
そ
の
他
と
し
て
県
道
上
新
田
・

木
原
線
大
山
地
先
整
備
を
質
問
し

ま
し
た
。

個
別
の
ご
要
望
や
具
体
的
な
ご
相

談
を
い
た
だ
い
た
際
に
は
、
運
営

主
体
で
あ
る
「
実
行
委
員
会
」
と

協
議
の
う
え
、
柔
軟
に
対
応
し
て

い
く
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
の
継

続
・
充
実
を
図
り
、
多
様
な
参

加
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
応
え
て
い
く
。

　
　
　
産
後
14
日
以
内
に
申
請
が

必
要
な
届
け
出
を
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で

き
な
い
か
を
伺
う
。

　
　
　（
総
務
部
長
）

で
き
る
限
り
早
期
に
オ
ン
ラ
イ
ン

化
の
導
入
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　
発
達
上
の
特
性
が
認
知
さ

れ
や
す
い
時
期
で
あ
る
、
就
学
前

の
健
診
導
入
へ
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　（
保
健
福
祉
部
長
）

令
和
９
年
度
実
施
に
向
け
て
準
備

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
令
和
７
年
度
予
算
へ
高
橋

川
治
水
対
策
を
本
村
と
稲
敷
市
で

一
千
万
円
ず
つ
拠
出
し
、
県
技
術

公
社
へ
委
託
、
令
和
８
年
度
前
期

ま
で
に
結
果
を
説
明
す
る
と
伺
う

が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　（
経
済
建
設
部
長
）

高
橋
川
の
外
水
対
策
や
流
出
の
調

整
、
地
質
調
査
を
進
め
て
い
る
。

本
年
12
月
定
例
会
ま
で
に
整
備
手

法
を
示
し
た
い
。

　
　
　
高
橋
川
は
両
市
村
に
ま
た

が
り
地
域
住
民
の
生
命
、
財
産
、

安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
も
早

い
段
階
で
河
川
整
備
を
実
施
し
て

欲
し
い
。

　
　
　（
経
済
建
設
部
長
）

県
、
稲
敷
市
と
一
体
と
な
り
、
一

日
も
早
く
減
水
対
策
の
方
向
性
を

示
し
た
い
。

　
　
　
災
害
時
に
音
声
で
情
報
伝

達
で
き
る
ア
プ
リ
が
本
年
４
月
よ

り
県
内
全
域
で
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
村
Ｈ
Ｐ
・
消
防
フ
ェ

ア
等
で
、
聴
覚
障
害
や
高
齢
者
・

子
ど
も
・
外
国
人
へ
の
周
知
や
登

録
手
続
き
の
推
進
が
で
き
な
い
か

を
伺
う
。

　
　
　（
経
済
建
設
部
長
）

防
災
訓
練
時
や
防
災
フ
ェ
ア
の

時
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
と
共

に
ア
プ
リ
の
利
用
方
法
を
レ
ク

チ
ャ
ー
し
、普
及
促
進
に
取
り
組
む
。

　
　
　
通
常
の
参
加
が
難
し
い
方

も
参
加
で
き
る
取
り
組
み
が
で
き

な
い
か
を
伺
う
。

　
　
　（
教
育
部
長
）

高
橋
川
の
治
水
対
策

高
橋
川
の
治
水
対
策

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

林
はやし

　昌
しょ う こ

子
議 員

Ｕ
ｎ
ｉ

Ｕ
ｎ
ｉ  

Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ

Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ

「
耳
で
聴
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
活
用

「
耳
で
聴
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
活
用

村
道
１
０
５
号
線
（
大
谷
～
宮
地
～

村
道
１
０
５
号
線
（
大
谷
～
宮
地
～

大
塚
～
大
須
賀
津
方
面
）
拡
幅
整
備

大
塚
～
大
須
賀
津
方
面
）
拡
幅
整
備

は
た
ち
の

は
た
ち
のつ

ど
い
の
参
加
支
援

つ
ど
い
の
参
加
支
援

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

諸
もろ お か

岡　正
まさ あ き

明
議 員

出
生
時
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

出
生
時
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

５
歳
児
健
診

５
歳
児
健
診
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一般質問のその後一般質問のその後

追追跡跡 !追跡 !
議会だよりに掲載された一般質問が、村政にどう反映されているのか、その後どうなっ
たか追跡しました。

美浦村では、

「わたしの未来ノート
～大切な人に
　　　伝えたいこと～」

「美浦村わたしの未来ノート」
詳しくはこちら→

　令和７年４月１日から公共機関の窓
口などで配布しております。

松村　広志　議員
令和７年５月１日発行
議会だよりみほ　No.149

　  デジタル終活について
　生前に整理する終活が注目されている。
デジタル財産の「見える化」と「エンディ
ングノート」の作成について問う。
　  活用・周知に努めたい。
　美浦村版エンディングノート「美浦村
未来ノート」が間もなく完成する。デジタ
ル情報も含めその活用と周知に努めたい。

問

答

林　昌子　議員
令和７年２月１日発行
議会だよりみほ　No.148

　  観光振興について
　地域活性化には観光振興に力を入れる
必要があると考える。本村の現状と対策
を伺う。地域おこし協力隊の取り組みは。
　  情報交換の場を提供していく。
　今後は交流人口の増加 ･ 地域ブランド
や地場産品の開発 ･ 販売 ･ ＰＲ等、協力
隊同士の情報交換の場の提供を検討する。

問

答

現在の地域
おこし協力隊
はこちら→

ＳＮＳ
アカウント情報
はこちら→

地域おこし協力隊
新たに着任！

【現在の地域おこし協力隊は？】
　令和８年度になり、新たに黄 静枝
隊員、藤田 新隊員、内山 誠隊員、内
山 理絵隊員、川口 雄司隊員が着任さ
れ、総勢 12 名となりました。今後の
ご活躍を期待しております。
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福島県浪江町議会福島県浪江町議会
が来庁しました！が来庁しました！

Topic
お知らせ

町村議会町村議会
　　広報研修会　　広報研修会

参加！

　８月６日、福島県浪江町議
会が来村し、競走馬トレーニ
ングセンターを活用した地域
振興について視察され、現地
も確認されました。
　本村からも総務経済委員が
が出席し説明を行いました。
その後の質疑応答では様々な
質疑をいただき、内容の濃い
意見交換ができました。本村
議会としても大変貴重な機会
となりました。

　８月 28 日、全国町村議会
議長会が主催する町村議会広
報研修会が　ＬＩＮＥ ＣＵ
ＢＥ ＳＨＩＢＵＹＡ（渋谷公
会堂）で開催され、松村広報
委員長が参加しました。
　３人の講師から議会だより
作成にあたってリニューアル
した狙いや編集作成方法など
各テーマで講義いただき、本
村議会としても大変貴重な機
会となりました。

視察受入！
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議員活動

７月

１日 社会教育委員会議兼公民館運営審議会

２日 茨城県社会教育委員連絡協議会総会
社会教育委員研修会

６日 稲敷地方広域市町村圏事務組合議会全員協議会
８日 霞ヶ浦二橋建設促進期成同盟総会

15日
あいさつ声かけ運動　～ 17 日
地方自治研究会
広報公聴委員会

16日 花いっぱいコンクール表彰式
17日 稲敷地方広域市町村圏事務組合議会臨時会
18日 『ぼくは風船爆弾』上映会の協力
24日 例月出納検査
27日 江戸崎地方衛生土木組合出納検査

28日
稲敷郡・龍ケ崎市・牛久市・稲敷市社会教育委員連絡協議会総会
稲敷郡・龍ケ崎市・牛久市・稲敷市第１回研修会

29日 決算審査・財政健全化審査　～７月 31 日
江戸崎地方衛生土木組合正副管理者・議会視察研修　～ 31 日

30日 美浦村ＵＭＡフェスタ実行委員会

８月

５日 茨城県後期高齢者医療広域連合議会議会運営委員会・全員協議会

６日

福島県浪江町議会視察受け入れ
美浦村地域自立支援協議会
県南町村議会議長会
竜ケ崎土木協会定期総会・意見交換会

７日 熊本地震義援金寄託
24日 県町村議会議長会臨時会

８月

24日 町村会・議長会合同定例会
25日 例月出納検査
26日 地方自治研究会
28日 町村議会広報研修会
31日 美浦村子ども・子育て会議

９月

１日 議会運営委員会
２日 美浦村ＵＭＡフェスタ実行委員会
６日 町制施行 70 周年記念　茨城町民の日式典

８日 議会定例会（開会）
全員協議会

９日 総務経済委員会
厚生文教委員会

14日 美浦村シルバー人材センター理事会
15日 決算審査特別委員会
16日 議会定例会（一般質問）

17日 地方自治研究会
広報公聴委員会

18日 議会定例会（閉会）
19日 中山競馬場視察
23日 美浦村ＵＭＡフェスタ 2026

24日 美浦村共同募金委員会運営委員会・総務企画委員会
美浦村国民健康保険運営協議会

25日 例月出納検査
26日 美浦老連輪投げ大会
30日 県南町村会視察研修　～ 10 月２日

美浦村議会公式美浦村議会公式

YouTube 配信中！YouTube 配信中！

山崎　幸子　議長

定例会の審議結果、３名の議員からの
一般質問について、各議員が報告動画

を作成いたしました。ぜひご覧ください。
今

一般質問
諸岡　正明　議員

一般質問
松村　広志　議員

一般質問
林　昌子　議員
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委員長　　松村　広志　　　　　　委　員　　小泉　嘉忠
副委員長　諸岡　正明　　　　　　委　員　　北出　　攻

議会広報公聴委員会

議会を傍聴してみませんか
●役場３階の議場までエレベーターで

お越しいただけます
●役場 1 階のロビーでも本会議の実況を

ご覧いただけます
●会議録や議会だよりなどホームページに

掲載しています
●議会だよりについてのご意見・ご要望を

お待ちしています

お問い合わせ先
議会事務局
☎ 029-885-0340  内線 301・302
E-mail　gikai@vill.miho.lg.jp

検索美浦村議会

次回定例会は、１２月８日（火）開会予定です。

　村では、より多くの方に気軽に広報紙を読
んでもらえるよう、スマホアプリ「マチイロ」
を導入しました。ぜひご活用ください。

アプリ「マチイロ」
ダウンロードサイト

「議会だよりみほ」
朗読ボランティア

　議会だよりみほでは、朗読ボランティア「鈴
の音」のご協力により議会だよりみほの記事の
一部を音声化しています。
　みなさま、ぜひお聞きください。

視聴はこちらから

令和８年熊本地震に係る災害義援金を被災地へ
　令和８年７月28日に発生した熊本登地
方を震源とする地震により被災された方々
に対し、心よりお見舞い申し上げます。
　美浦村議会の全議員は、被災された方々
の生活再建に役立てていただくため、災害
義援金10万円（一人１万円）を茨城新聞
社文化福祉事業団を通じて被災地に送金し
ました。
　議員一同、被災地域の一日も早い復旧・
復興を心よりお祈り申し上げます。


